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大和市南林間９－３－２ 

☎ ２７５－３１４１ 

１２月号 

６年生を対象に「全国学力・学習状況調査」が行われ、６年生には、一人ひとりの結果をお渡ししました。

その年によって若干の変化はありますが、南林間小学校として、同じような傾向となるところも

あります。この結果を職員全員で共通認識し、良いところを伸ばし、苦手なところを克服でき

るよう、家庭・地域の方々のご支援をいただきながら、教育活動を進めてまいります。 

今月も、児童全員が笑顔いっぱいで、楽しく過ごす学校づくりに努めてまいります。 

（校長 板坂 和明） 

〇→よくできている ▲→課題がある 

 

【生活の様子・学習習慣など】 

・朝食や就寝、起床時間について、ほぼ規則正しい生活を送っています 

・ほとんどの児童が「いじめはどんな理由があってもいけない」と考えています 

・多くの児童が「学校に行くのは楽しい」「友だちと協力するのは楽しい」「人が困っているときは進んで

助けている」と考えています 

・平日の読書時間（３０分くらい） 平日の家庭での勉強時間（１時間くらい） 平日のテレビゲームの時間

（２時間くらい） ※４時間以上テレビゲームをしている児童が２０％程度います 

・「自分でやると決めたことは、やり遂げるようにする」「人の役に立つ人間になりたい」多くの児童がその

ように考えています 

【国語】 

〇文章全体の構成を捉えながら、内容の中心とな

る事柄を把握すること 

〇思考に関わる語句の使い方を理解して、話や文

章の中で使うこと 

▲目的や意図に応じて、理由を明確にしながら自

分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する

こと 

▲主語と述語との関係や、修飾と被修飾との関係

を捉えること 

【算数】 

○棒グラフから、数量や項目間の関係を読み取る

こと 

○速さが一定であることを基に、道のりと時間の

関係について考察すること 

▲場面から数量の関係を正しく捉えて除法の式

に表し、計算をすること 

▲求め方や答えを、言葉や式を用いて、筋道を立

てて説明すること 

【自分の考えを、相手に正しく伝えるためには】 

次のような工夫で、相手にわかりやすく正確に伝えることができ、説得力が高まります。 

⚫ だれに（相手）なにを（内容）を、明確にする（目的意識） 

⚫ 自分の考えだけでなく、理由や、客観的な事実の裏付けなども伝える 

⚫ 詳しく伝える必要があるところ、簡単に伝えるところを分ける 

⚫ 具体的な事実や例をあげる、他者の視点や異なる立場の考えを取り上げる 


